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法人の「消費税及び地方消費税の確定申告書」の作成に当たっての留意事項 

 

 

○ 中間申告分の消費税額及び地方消費税額の記入について 

  消費税及び地方消費税の確定申告書の「⑩中間納付税額」欄には中間申告分の消費税額

を、「 中間納付譲渡割額」欄には中間申告分の地方消費税額を記入することになります。 

税務署から法人の皆様に送付している「消費税及び地方消費税の確定申告書」（前課税期

間分の確定申告書をｅ-Tax により提出した場合はメッセージボックスに格納されるお知

らせ）には、中間申告分の消費税額及び地方消費税額を表示していますので、必ずご確認

ください。 

※ ただし、１月ごとの中間申告を行った法人については、中間申告分の消費税額及び

地方消費税額を表示していませんので、各中間申告書の「納付すべき消費税額」を合

計した金額を「⑩中間納付税額」欄に、「納付すべき地方消費税額」を合計した金額を

「 中間納付譲渡割額」欄に記入してください。 

 

（参考） 

中間申告分の消費税額及び地方消費税額の算出方法〔６月中間申告の場合〕 

  中間申告分の消費税額は、直前の課税期間分の確定消費税額（原則として確定申告書の

「⑨差引税額」）を直前の課税期間の月数で除し（１円未満の端数切捨て）、その金額に６

を乗じた金額になります。 

また、中間申告分の地方消費税額は、中間申告分の消費税額に 17/63 を乗じた金額にな

ります。 

  なお、具体的な計算例は、次のとおりです。 

 

 ○ 直前の課税期間分（月数は 12）の確定消費税額が 500,000 円の場合 

  １ 中間申告分の消費税額の算出 

  500,000 円 ÷ 12 ＝ 41,666 円（１円未満の端数切捨て） 

  41,666 円 × ６ ＝ 249,996 円 → 249,900 円（100 円未満切捨て） 

  ２ 中間申告分の地方消費税額の算出 

249,900 円 × 17/63 ＝ 67,433 円 → 67,400 円（100 円未満切捨て） 

 ３ 中間申告分の消費税額及び地方消費税額の合計額 

   249,900 円 ＋ 67,400 円 ＝ 317,300 円 



【具体的な誤り事例】 

〔前提条件〕直前の課税期間分（月数は 12）の確定消費税額が 500,000 円の場合 
 

次のとおり、当課税期間に係る中間申告書を提出している（税額に誤りはない。）。 

   
 

《事例１》 

確定申告時に直前の課税期間分の確定申告税額に基づき「中間申告分の消費税額」を算出し

た際に誤った事例 

次のとおり、直前の課税期間分の確定消費税額に６を乗じた金額を、直前の課税期間の月数

で除して算出した金額（250,000 円）を中間申告分の消費税額とすると誤りです。 

１ 中間申告分の消費税額の算出 

  500,000 円 × ６ ＝ 3,000,000 円 

  3,000,000 円 ÷ 12 ＝ 250,000 円 

２ 中間申告分の地方消費税額の算出 

  中間申告分の消費税額及び地方消費税額の合計額317,300円から上記１で算出した金額

を差し引き中間申告分の地方消費税額を算出 

317,300 円 - 250,000 円 ＝ 67,300 円 

   ３ 次のとおり、当課税期間分の確定申告書に記入 

    

 
《事例２》 

確定申告時に「中間申告分の消費税額及び地方消費税額の合計額」を割り戻して「中間申告

分の消費税額」を算出することにより誤った事例 

中間申告分の消費税額及び地方消費税額の合計額317,300円に6.3/8を乗じて算出した金額

249,800 円（249,873 円の 100 円未満を切り捨てた金額）を中間申告分の消費税額とすると誤

りです。 

不一致！

不一致！


